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奥高尾 高尾山 Ｎｏ.１８３ 

 

九州支店への転勤が決まった。しばらくは恩田とも歩けなくなるだろうから、ということで 

どこか軽いところで雑談しながらお別れ山行でもしようかということになった。 

結局時間の都合もあり、安直に行ける高尾山へでも、ということに落ち着いた。 

 

昭和５４年４月２９日 

実はほんとに軽い山でお喋りしながら歩いてきたという感じで、コースタイム等のメモは何も残っていない。

はっきり覚えていることは、雲がありはしたが天気が良かったこと。高尾山頂上からの奥多摩の山並みと東

京都心方面の眺めが良かった。 

九州へ行ってしまうと（何年になるかわからないが）この景色はもう見られない。そう考えると高尾山程度

でもありがたい山に思えてくる。 

九州の山、いい山がありそうだからせっかくの機会を利用していくつかでも登ってきたいものだ。 

「俺が居る間に九州に遠征においでよ」と気前よく恩田を誘ったり、心地よい雑談の一日だった。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                  山頂から奥多摩方面の眺め 

 

 

  奥の院をめざして 

 

 

                                      都心方面の眺め 

                                    

 

 

 


